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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
永島 宗晃  印 
 
（学位論文のタイトル） 
 An analysis of variations in the bronchovascular pattern of the right upper
 lobe   using three-dimensional CT angiography and bronchography. 
（3DCT angiography and bronchographyを用いた右上葉肺動静脈・気管支分岐パターンの
解析） 
 























































存在するDefective B1 or B2 typeがそれぞれ4.9%，2.3％に認め，比較的高頻度であった. 
【まとめ】 
本研究結果は，3DCTを用いた初めての体系的肺区域解剖の解析結果であり，過去に例はない．3DCTAB
による解析で，過去に定義された肺動静脈及び気管支の変異パターンに概ね分類することが可能であ
ったが，その頻度は過去の報告と大きく異なるものも存在した．また破格変異が少数例存在し，その
頻度も今回初めて明らかにした．破格も含めた肺動静脈・気管支の分岐パターンは，それによって手
術アプローチが異なることや，その認識不足により血管損傷のリスクが発生することもあるため非常
に重要である．これらを明らかにした本研究結果は今後，肺切除を行う呼吸器外科医にとって広く参
照されるべきデータと考えられる. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
